
表 1 電子商とりひき（EC）規模

1． は じ め に

2001 年 7 月に総務省が発表した「情報通信白書平成 13 年度版」［2］によると，2000

年末のインターネットの利用者は 4,708 万人で，前年比 74.0％と着実に増加している．

政府の高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部は 2001 年 1 月に e―Japan 戦略を

発表し，目指すべき社会の具体像を示した．産業界については「企業の規模にかかわ

らず，IT（情報技術）を駆使して，自由に世界中の顧客と商取引を行なうことがで

きる」社会を実現するとしている．

e―Japan 戦略で掲げられた四つの重点戦略＊1 の一つに電子商取引（EC）と新たな

環境整備がある．これは事業者間（B to B）および事業者・消費者間（B to C）取引

を発展させることを目的としている．2003 年（平成 15 年）における電子商取引規模

70 兆円という予測（表 1）を上回ることを目指している．そのための施策としてノー

アクションレターの導入，裁判外紛争処理メカニズムの整備，電子商取引ガイドライ

ン，知的財産関連ガイドラインの整備などがある．

電子商取引環境が整備され企業間の競争が激しくなると，生き残りをかけて企業活
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動の一層の効率化が求められる．その手段としてBPR（Business Process Re―engi-

neering）により企業のビジネス・プロセスを再編成して収益性や顧客満足度を向上

させ，CRM（Customer Relationship Management）により顧客満足度を高め収益率

の向上を図る経営手法がある．

BPRを実施すると業務の流れや情報の流れが大きく変わる．BPRを成功させるた

めには情報システムの再構築が不可欠である．また，CRMの成功の鍵は顧客管理用

のデータベースを整備するなど情報処理システムの改善である．

一方で企業活動にかかわる情報交換や蓄積する情報を電子化すると共に，取引先と

の商談を含めた企業活動のすべてを，ネットワーク化された情報システムで行なう戦

略がある．このような電子商取引（EC）をさらに進化させたビジネス形態をEビジ

ネスと呼ぶ．

Eビジネスではインターネットを通して入ってくる顧客の要求を即座に処理するこ

とが求められる．このため企業内に分散したシステム間の連携を一層強化することが

必要となる．本稿では，Eビジネスを実現するために必要な技術要素と，HMP IXシ

リーズがEビジネス対応するために実装した最新 IT技術の一部について紹介してい

る．本稿で引用する「HMP IXシリーズ」は，CS 7802 と HMP IXシリーズを含ん

でいる．

2． Eビジネスとメインフレーム

Eビジネスを実現する企業の情報システムの例を図 1に示す．Eビジネスを実現す

るためには，情報システムをインターネットへ接続すること，企業内に分散している

各種の基幹系システム間を，EAI ツールなどを使って連携することが求められる．

また，セキュリティ対策として企業内の情報システムに対するインターネットからの

不正アクセスを防止する機構が必要である．情報システムは取引先企業や消費者とイ

ンターネット経由で接続する．Eビジネスを実現している取引先企業との間で交換す

図 1 Eビジネス企業の情報システム
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表 2 外部からの攻撃の手口と防御

るメッセージはXML形式，消費者が使用するWebブラウザとの間で交換するメッ

セージはHTML形式が一般的である．

次に，Eビジネスを実現する情報システムに求められるセキュリティ保障と，AP

サーバを含めた基幹サーバの連携の仕組みについて解説する．

2．1 セキュリティ保障

インターネットに公開するサーバに対する安全対策について解説する．

ファイアーウォールによって外部ネットワーク（インターネット）と内部ネットワ

ーク（イントラネット）から隔離された非武装地帯（DMZ : DeMilitarized Zone）と

呼ぶ区画を設けることにより，外部からの不正なアクセスを排除する．また，万一，

外部に公開するWebサーバが乗っ取られた場合でも内部ネットワークへの被害拡大

を防ぐ．外部からの攻撃の手口には，弱点探査，不正なプログラムの配置などがある．

このような攻撃から企業の情報システムを防御する手段としてファイアーウォール，

暗号化／複合化，および相手認証がある（表 2参照）．

2．2 APサーバ

APサーバはインターネットを経由してWebブラウザと接続するWebサーバ上で

実行するミドルウェアである．Webサーバに置かれたファイルをブラウザへ渡した

り，業務処理結果を編集してブラウザへ渡したりする．また，基幹系システムが持っ

ているデータベースなどと連係する機能を持つ．APサーバで実行するアプリケーシ

ョンはEJBや，CORBAコンポーネントとして作成する．さらにAPサーバは，Web

ブラウザとの間でセッションを管理する機能を持つ必要がある．

次にCookie を使ったWebブラウザとのセッション管理の例を示す．

専用線で接続されている汎用機のリアルタイム・システムとは異なり，Webシス

テムではクライアントを特定することが困難である．その理由は次のとおりである．

・Webブラウザは自らの IPアドレスを送信しない．

・インターネットのネットワーク構成として PROXYサーバやファイアーウォ

ールを通過するためクライアントの IPアドレスが変化してしまう．

・HTTPプロトコルにはセッションが存在しない．

・TCPプロトコルにもコネクション IDのようなフィールドは存在しない．また，
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図 2 cookieを使ったセッション管理

ソケット・インタフェースの IDをWebアプリケーション・インタフェース

で参照することができない．

・HTTPプロトコルは基本的に 1回のアクセスでTCPコネクションを切断す

る．

クライアントからの 1回の要求に対して，基幹系へ複数の要求を行なう場合がある．

これを別々の要求ではなくクライアントからの一つの要求として管理する．インター

ネットでのB to C 型の電子商取引ではWebブラウザを使用したトランザクションシ

ステムが使用される．一般的な販売サイトでの商品購入の流れを図 2に示す．

このように，Webブラウザを利用する顧客と複数の会話を行ないながら一連の購

入処理が進行する．ところがWebシステムの基盤となっているHTTPプロトコルは

もともと一回ごとの独立した情報の閲覧を目的とした動作用のプロトコルであり，ス

テートレスなプロトコルである．つまりクライアントとサーバ間での一連の流れでの

状態を管理することができない．言い換えるとクライアントとサーバ間に通信セッシ

ョンのようなものを確立する機能がない．しかし，上記のような目的で使用するため

に，HTTPプロトコルのヘッダー情報にクッキー（cookie）と呼ぶ項目を追加して，

Webブラウザとサーバ間に簡単な通信セッション（アプリケーションレベルでのセ

ッション）を確立できるように拡張された．これによりセッション確立時のクライア

ントの識別が可能となった．

また，このクッキーにはデータを保持するオブジェクトのような役割があるため，

図 2ではクライアントが買い物した商品情報を格納する買い物かごの役割も実行して

いる．また，このセッションの破棄時刻もクッキー内に格納できるためセッションを

保持する時間管理が可能となる．

2．3 基幹サーバの連携

かつての基幹系システムは，中央の汎用コンピュータで全ての情報処理を行う集中

処理型であった．やがて在庫・物流・会計などの個々の部門ごとに情報処理が独立・
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分散して存在するようになり，それらが緩やかに連携する分散処理型へ進化した．

Eビジネスでは，顧客管理，販売管理，経理，財務，人事など分散して行なわれて

いた情報処理システムは，互いにリアルタイムに連携する．異なるシステムを互いに

連結し，過去の情報資産の有効活用や異機種間の有機的なデータ連携により，素早い

意思決定や効率的な企業経営を実現する．システム間の連携には一般にEAI（Enter-

prise Application Integration）ツールが利用される．EAI ツールはミドルウェアの

一種で，メッセージング，CORBAなどを使用してシステム間でメッセージを交換す

る．EAI ツールは各システムへのインタフェースを提供するアダプタ，システムご

とのデータ形式やプロトコルの違いを吸収するフォーマット変換，あるシステムから

受け取ったデータを内容に応じて他のシステムに振り分けるルーティングといった機

能を持っている．これらの機能を組み合わせてビジネスプロセスを構築する．

一般的なEビジネスを実現する要素技術を紹介してきたが，次章ではHMP IXシ

リーズが，Eビジネスに対応するために実装した最新の IT技術のうち，メッセージ・

キューイング・システムとTIP ラッピング・システムを紹介する．

3． HMP IXシリーズの Eビジネス対応

HMP IXシリーズは筐体内にOS 2200 ノードと Intel ノードを持ち，その上でOS

2200 とWindows の複数のオペレーティング・システムが稼働する．OS 2200 は汎用

機として多くのユーザに長年使用頂いており，ユーザの基幹データベースと，データ

ベースにアクセスするアプリケーション・プログラムなどの多くの資産をあつかって

いる．本章では，OS 2200 上の既存アプリケーションやデータベースを，Eビジネス

から利用するために必要となる連携について解説する．

OS 2200 など既存の基幹サーバと連携してEビジネスを実現するには，分散処理環

境を構築する必要がある．すなわち，APサーバ上で稼働するEビジネス・アプリケ

ーションと，OS 2200 などの基幹サーバ上の既存アプリケーション間でメッセージを

交換しながら連携してEビジネスを実行する．分散処理環境内にあるアプリケーシ

ョンの間は，メッセージ連携製品やCORBA製品を使って連携する．しかし，基幹

系業務を連携させる場合には，既存のアプリケーション・プログラムを変更せずにメ

ッセージ連携やCORBAに対応することが望まれる．このために，基幹業務を変更

せずに連携させるためラッパー製品が用意されている．

3．1 メッセージ・キューイング・システム

メッセージ・キューイング・システムはOS 2200 上に IBM社のMQシリーズが持

つ機能を提供するソフトウェアである．異機種コンピューティング環境をサポートし，

メッセージ送受信インタフェースの提供や，MQシリーズからのキュー・メッセージ

の受信，メッセージの到達保証などを実現する．MQシリーズは，IBM OS／390, Sun

Solaris, HP―UX, Windows NTはじめ，35 以上のプラットフォームで稼働する．メッ

セージ・キューイング・システムはこれらのシステムとOS 2200 との間で非同期メ

ッセージ連携を可能とする．

MQシリーズはメッセージ・キューイング・インタフェース（MQI）と呼ばれる

簡潔なインタフェースを提供している．MQI はプラットフォームや開発言語が異な

HMP IXシリーズにおけるオープン IT機能の実装 CORBA，MQシリーズ （215）43



図 3 メッセージ・キューイング・システム構成図

っても統一されたインタフェースである．メッセージ・キューイング・システムを使

用して，OS 2200 上でメッセージ連携を行なうアプリケーション・プログラムを容易

に作成することができる．メッセージ・キューイング・システムの構成を図 3に示す．

また，OS 2200 上の既存のアプリケーション・プログラム（多くはXIS を使用し

たTIP／HVTIP プログラム）を変更することなしに，メッセージ・キューイング・

システムから利用するための製品が用意されている（計画中）．

メッセージ・キューイング・システムには次の特徴がある．

・メッセージ・キューイング・システムはHP―UX版のMQシリーズ（バージ

ョン 5.0）を OS 2200 上に移植したもので，MQシリーズの信頼性とメインフ

レームの堅牢性を融合し，基幹業務にも適用できる高品質なメッセージ連携を

提供する．

・バッチプログラムのほかにTIP／HVTIP プログラム，TransIT Open／OLTP

プログラムからメッセージ連携機能を利用できる．

・TransIT Open／OLTPと連携することで，メッセージとデータベースの同期

を取り，データの整合性を保障することができる．またグローバル・トランザ
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図 4 メッセージ・キューイング・システムと OLTP―TM 2200

クションでの 2相コミットも可能である（図 4参照）．

・メッセージ・キューイング・システムのファイルシステムをTIP ファイルに

することで，OS 2200 の統合リカバリの対象とすることができ，高い信頼性を

保障する．

・下位のネットワークソフトウェアにはCOMAPI を使用していて，CPComm,

CMS 2200 のどちらにも対応できる．

APサーバとOS 2200 を，MQシリーズを使って連携する場合のメリットの一例を

次に示す．

・休日／夜間など基幹系が停止中でもAPサーバは 24 時間顧客からの注文を受け

付けることができる．

・基幹系でチケット予約などをリアルタイムで処理を行なう一方，マイレージサ

ービスの処理を非同期にAPサーバで実行できる．

3．2 TIPラッピング・システム（CORBAラッパー）

CORBA（Common Object Request Broker Architecture）は，分散オブジェクト

環境でオブジェクト同士がメッセージを交換するための標準仕様で，OMG＊2（Object

Management Group）がその仕様を定めた．1998 年に CORBA 3.0 が公表されている．

CORBA仕様に基づいた多くの製品が各ベンダーから出荷されている．OS 2200 では

CORBA 2200 OTM（仮称＝計画中）が利用できる．

CORBA 2200 OTMを使用して，OS 2200 上に CORBAオブジェクトを作成するこ

とができる．CORBAオブジェクトは分散処理環境に参加している他のサーバ上のオ

ブジェクトとの間でメッセージを交換することができる．OS 2200 ノード上に基幹デ

ータベースをアクセスするオブジェクトを作成することによって，分散処理システム

環境に参加するサーバ上のCORBAオブジェクトからOS 2200 上の基幹データベー

スを容易に利用することができる．

一方，OS 2200 上の既存アプリケーション・プログラムを，CORBAを使用した分

HMP IXシリーズにおけるオープン IT機能の実装 CORBA，MQシリーズ （217）45



図 5 TIPラッピング・システム構成図

散処理システムから利用したいという要求がある．このように既存アプリケーショ

ン・プログラムに手を加えずにCORBAオブジェクトから呼び出す方法をラッピン

グと呼んでいる．OS 2200 では TIP ラッピング・システムを提供している．

TIP ラッピング・システムはOS 2200 上で稼働し，それ自身がCORBAサーバ・

オブジェクトとなる（図 5参照）．他のサーバ上のCORBAクライアント・オブジェ

クトからの要求を受ける．クライアント・オブジェクトの要求によってOS 2200 上

で TIP／HVTIP プログラムを起動し，その実行結果を返す．

TIP ラッピング・システムを使用することにより，OS 2200 上のトランザクショ

ン・プログラムはCORBAシステムとシームレスに連携することができる．CORBA

システムからは，他のCORBAオブジェクトを呼び出すのと同じ方法でOS 2200 上

の業務処理プログラムを利用することができる．

4． お わ り に

HMP IXシリーズはメインフレームが持っている信頼性，運用性，堅牢性，XTPA

による高い拡張性と高信頼性を堅持して，Eビジネスを展開する企業の基幹システム

を実行するプラットフォームとしてお使い頂くことができる．本稿はHMP IXシリ

ーズ上に蓄積してきた膨大な資産を生かしてEビジネスを展開するために必要とな

るアプリケーション・サーバと連携するための技術を紹介した．Eビジネス・システ

ムを構築する際の参考にしていただければ幸いである．
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＊ 1 e―Japan 戦略の四つの重点戦略とは，（1）超高速ネットとワークインフラ整備および競争戦
力（2）電子商取引と新たな環境整備（3）電子政府の実現（4）人材育成の強化である．

＊ 2 OMG（Object Management Group）は 800 社以上の企業が参加している分散オブジェクト
技術の標準化を目的とした非営利団体．CORBAの他に IDL,IIOP,OMA,UMLなどの仕様を
規定している．
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